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研究成果の概要（和文）：従来、さまざまな解釈がされてきたマックス・ウェーバーの「適合的因果」の概念に
関して、その原型となったヨハネス・ｖ・クリースの論文まで遡ることで、その正確な再構成を行った。それに
よって、「適合的因果」が現在の統計的因果推論と基本的に同一であることを示して、社会科学における因果分
析の方法論のあり方に明確な指針を示すことができた。

研究成果の概要（英文）：With regard to Max Weber's concept of "adequate causation," which has been 
variously interpreted in the past, we have provided a precise reconstruction of it by tracing it 
back to the original paper by Johannes v. Kries. By doing so, we were able to show that "adequate 
causation" is basically identical to the current statistical causal inference and to provide clear 
guidelines for the methodology of causal analysis in the social sciences.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会科学、特に社会学における因果分析の方法論に関しては、長い間、かなり混乱した状態がつづいていた。
「因果概念によらない」方法論を解説する論文や著書のなかで、著者自身が因果的な記述を行っていたり、ある
いは、自然科学とは別種の因果特定の方法論があると主張されたりしていた。本研究では、社会学の基本的な方
法論を最初に明確に定式化したウェーバーの議論にさかのぼることで、ウェーバーが導入した「適合的因果」が
自然科学の因果特定の方法と同一であることを示した。それを通じて、因果的記述が根底的な事象記述の手法で
あり、それを避けることが現実的には不可能であることも示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

社会学の「マルチ・パラダイム」状況がいわれて久しい。N.Luhmann のコミュニケーションシ

ステム論やさまざまな新たな計量手法が導入され、経験的な分析手法はより豊かになり、研究の

蓄積も進んでいるが、その一方で、専門分化によって狭い領域に閉じていく傾向も強まっている。 

 申請者は平成 24 年度基盤研究Ｃ「自己産出系の制度理論とその視覚的表現モデルの構築によ

る機能分化社会の解明」や平成 27 年度基盤研究Ｃ「ベイズ統計学的枠組みによる理解社会学と

意味システム論の再構築」などで、こうした新たな理論と手法を論理的に明確化し、再定式化す

る作業を進めてきた。その結果、「マルチ・パラダイム」という印象とは反対に、社会学の方法

論は相互にかなり共通性が高く、時間的にもむしろ安定的であると考えるようになった。 

 簡単にいえば、理論や方法の解説に用いる術語群がことなるために、その水準で独自性が争わ

れやすいが、少なくとも現在の社会学が成立した 20 世紀初め以降、経験的な分析手法の基幹的

な考え方ではむしろ共通する面が多い。だとすれば、共通性を前提にした方法論の整理と体系化

によって、理論面でも実証面でも、社会学の学術研究全体のさらなる高度化が図れるだけでなく、

多様な手法の習得が要求される教育面の効率化も可能になる。 

 その一環として、平成 27 年度基盤研究Ｃでは、近年著しく発展しているベイズ統計学の枠組

みを用いて Weber の理解社会学を再定式化し、新たな数理的なモデルに準拠することで、伝統的

な方法論をより明確かつ一貫的に体系化できることを示した。今回申請した研究では、Weber の

もう一つの重要な方法論、「適合的因果構成」を統計的因果推論の枠組みを用いて再定式化する。

それによって、Weber の因果分析の方法が現在の最新の計量手法と密接につながっていることを

示し、彼の社会学方法論の現代的意義を明らかにすることをめざした。 

 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は４つあった。 

 (a) Max Weber が導入した「適合的因果構成」の手続きを、最新の因果分析の計量手法である

統計的因果推論の枠組みを用いて整理し、一貫的に体系化する。 

 (b) (a)をふまえて、従来、もっぱら文化科学や歴史学との関連が注目されてきた Weber の社

会学方法論の科学論的・思想的な文脈の広がりを明らかにして、その現代的意義を示す。 

 (c) (a)(b)をふまえて、社会学の従来の方法論と統計的因果推論などの最新の分析手法との

連続性と非連続性を明確にして、因果推論の方法を社会学のなかに適切に位置づける。 

 (d) (a)(b)(c)をふまえて、「量対質」の対立をこえた安定的な因果分析の枠組みを構築する。 

 
３．研究の方法 
 

４つの目的のうち、(a)については、すでに「適合的因果」と統計的因果推論が、①反事実的

因果定義と②確率的因果論という基本的な論理を共有することを示したが、Weber 自身が詳しく

述べている具体的な因果特定の例示や、1910 年代の、彼の主要な業績になった比較宗教社会学

の経験的な分析に、これらがどの程度実際に活かされているかは、まだ十分に明らかにできてい

ない。この部分に関しては、現在刊行中の Weber の全集 Max Weber Gesamtausgabe などでのより

精密なテキスト校訂もふまえた読解作業が必要になる。 

 (b)については、「適合的因果」の元々の提唱者で、Weber の論文でも主要な参照先になってい



る統計学者 J. von Kries の影響力の広さがうかびあがってきた。E.Husserl の現象学の形成に

も関わり、M.Planck の量子力学の論文でも引用されている。さらに Weber 自身も、1906 年の文

化科学論文（"Kritische Studien auf dem Gebiet der kulturwissen-schaftlichen Logik"）で

は統計的検定の原型に言及しており、1908-09 年の亜麻織工場労働の調査論文（"Zur 

Psychophysik der industriellen Arbeit"）では、現在でいう誤差項や要因統制手続きの必要性

も明示している。 

 これらは、Weber の方法論が確率論や数理統計的な計量分析とも関連深いことを示す。そうし

た視座から分野横断的に関連文献を精査して、Weber の社会学を、自然科学もふくむ近代西欧の

学術の大きな転換のなかに位置づけ直す必要がある。 

 (c)については、統計的因果推論の論理に関してはある程度検討を進めていたが、重回帰分析

に代表される従来の多変量解析手法は、もともと因果を排除する形で構築されたものであり、手

法自体の距離は大きい。それゆえ、政策的介入などの具体的な場面での分析結果の適切かつ公正

な利用という形で、相補性を積極的に設定する必要があり、その作業が必要になる。 

  (a)～(c)が実現できれば、(d)は研究面では自動的に実現できるが、それ以外にも学部生や社

会学以外の専門家へのアウトリーチが求められる。それに応じて、著書や論文を公表し、積極的

に成果の発信に努めるにある。今回の研究期間内で本格的な解説書や教科書を執筆する余裕ま

ではないが、機会をとらえて単著論文や解説論文を公表していく必要がある。 

 

４．研究成果 

 

 上記の４つの目的は基本的に達成されたと考えられる。特に著書として『社会科学と因果分析』

を公刊することができた。そのなかで(a)～(c)を進めるとともに、その成果を社会学の専門家以

外にも広く発信して、(d)も達成できた。その後も関連する論文の発表や学会発表をつづけ、達

成水準をより高度なものにしていけた。 

 コロナ禍への対応に大きな時間と手間をとられたにもかかわらず、1年間延長することで、研

究全体で十分な成果が得られた、と考えている。 
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